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⑮柳田・桓澗兄弟居宅

医鱗を営む畏兄1古田正輔の下で

柳田園男〈民俗学者〉、静態('面

軍大佐 君魁学者〉、滋夫〈映匠、

日本画家〉ら近代文化史上!こ大

き8足跡を銭し疋兄弟疋ちガ宵

少年時代の時を過し足。

@竹内伸社

江戸時代から布佐の羽守とし

て栄える。箇年9月lこ各町内か

ら山岳ガでて例祭ガ盛大にiラ芯

われる。県内に英文の日露蛾争

戦防犯愈例ガ強っている。

@頼朝の松

源傾倒ガ伊豆刀ら房総に逃れ

てき足頃、このl由で手摺えし1::.

IDといわれ、平年の位、傘白と

もよばれる名木であっ疋刀、 舎

でl<ll占れて伺代目かに当疋るt告

が咽申!こある。

@岡田武松邸

岡田宮CI'ill<l明治7年に市佐に

笠まれる。中央気段白度思どを

歴任し疋近代気象学のパイズ二

戸。大正初めの家屋と洋館思の

!!11Iiガ強っている。

"じろ" ヶ1

@網代場・生街道跡

昨日 !~ I I I (i;!l&主」 でその昧利!~

111ーと貧され疋而111駐の網渇ガ

あった。この階や筏手からの前

魚l<l馬で松戸まで迩lan疋。こ

の道を笠l1iiolと呼ん定。
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⑪相島新田・井上宅

字保時代(江戸中間)Iこ福島

断白を開いて、代々新田包主を

勧めだ。 昭和初め巳は拝上二郎

m~~1J!胞詔理に尽力。宅前に

北~S似丘代取入、 芭!1l1王亮の慣文

による関溜ε愈開ガ立っている。



⑪費不合得宇土

祭冊目前鴎草冒不合命〈うガ

ゃ，3、きあえずのみこと)13か。

明治相年lこ4明1百不自まかを鰍E軍

部往関内にI~し足。本軍自の彫刻孟

情15で見事である。.ti!伏あるI志い

境内に堂、石崎'd.どガ多し、

@気象送信所

岡田市;1官邸どの銘力で、 昭1日

13a:1こ開所。照初1<1.高層気訟観

測を行ってい疋ガ、 16年に気象

通週間!阻保健般とJ;jり‘現在1<1.

天気図の民写伝送ほどの鰻訪を

行っている。

""  げ人 づっ~
@平間定

新田開発ガ盛んだっ疋字保時

代、 手起沼では高田浸潤らによ

って沖白下刀ら沼南町市対まで

干問の1慢ガE置かれ、 ヨヨを二分し

て7J¥を刊恨川!こ慈し、2万百の

新田を聞い疋という。

@将門の井戸

f湖北七ツ井戸」のひとつ。

石芹声とも呼ばれる。 il¥事年間

!こ将門ガひらき.稲周にも11'¥し

とと1"えられる。 rかまくらみ

ちJ とl也元でよばれる周辺ガ近

くを通る。

@ 日 秀 観 音

平河内の守本尊と1"えら判る

観世音喜隆を本尊と可る。 tJ1内

!こ河内伝脱とかかわるt当面JiI!l院
や四国相馬宣明29訪仏所刀ある。

巴売の撚沼に1，，1軍門1"換が獄多

く強っている。

@ 将 門 伸 社

開社の祭itlll<l.!j1j竜門。将門刀

手煩沼を馬で照り切り、 明日の

昇天を惇しだ地との1云'j"，がある。

いまは、 主1殿は与くお過の奥lこ

百隙ガ18られている。

@手賀沼殉難毅育者之碑

賊時下の昭叩19年秋、女主主白

銀成会ガ湖1じから河岸の手貿へ

湿る洛申に突風をうけ飴ガ髭担。

自学申JQ，¥主穏般有の干浜宗部

俊畏lまか178ガ遁慌し疋。その

過保例。

⑮日秀西遺跡

県立湖北高1;;内。1日周開Il]im
伎のl1Jか百!員時代の住居続や怠

81とみられるt封切跡はどガ出

て、百代地万量品iとかかりりの

ある泊i¥;¥では広いかと問ゆを鎮

めている。

@I慎道塚

、‘天正18年、 芝原版ガ惹販のi皇、

河f司氏の家臣とされるH伊賀守

く11.1泊〉 ガ従主32人と只に自刃

し疋所といわれる。寛文句年

(1673i!o)の仰ガある。

'111'令""
@龍泉寺

堕箆4ヨる火災で自治1<1不明疋

ガ弘i五大白'fil1!立を問め疋といわ

れる古刊。迂戸隠代には近郷 14

刀もを官掌しと。山内に琶の画

中3を強す。四国!日f電電¥f!761lHL

宵Iガt>"内1とある。

@中野治房宅

l日中里印のl臼wで名主を勧め

酒溜りを省むq 理学問主の中野

治房を主む。治房1<1. ''8j兆円お

く大正時代〉刊行の的労音。近

くに円胞の督首菅井敏之聞の居

宅があっ疋。

@古利 根

河川改修によって取り残され

疋!日刊恨川の河道の筋。串辺の

風情に往時の薗影をとどめる。

河岸のfj'守番鍛沼は江戸時代、 的

¥9として煩わっ疋。

⑩ j去 岩院

猷電時代末の天iE'I1年に芝原

版主河村出羽守刀開豆、 富田~j

良を開侶とする。出羽守のもの

とされる還や四国相馬盆喝5・1m
4し所がl鴎内!こある。

@ 芝原版 E止

申掠瓶血Iともいわれ、 蛾由時

代巳l革河柑氏の居奴であっ疋と

いわれる。I!II下lこ利関11在留む

古手UI目上のE陵で、空思 ・主

，111蹄与どの週間ガ残る。

1111114
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@縮予間棉宅(小鯨)

制れな.'ゃ ιA
@ 柴 崎 抑 社⑮子の神大黒天 @大長屋門

平ズミを使徒と守る大照夫を 我孫子1吉は江戸筒代、水戸桂} 江田末期、名主 Cあつ疋布fjig かつては的見位、 ~t塁~1とい

5氾。 股下の疾~.p.に11Iì験ありと 週中、小金1盲と取手1琶の間にあ 何土谷津の野口宅{とある、臼湾戦 わ杓ていだ。明治13年1こ擬L曹抑

いわれ、遺近からの診皆吉で傾わ り、小熊家は『吉海の問屋被名主 争当時!こ建殺されだ門。151験的 往とはる。、邑米昔話カ征途の安

つ疋という。四国f白馬宣喝38話 を御めだ。まだ脇本間1としての 主主腿何風景の後る周囲の策観に 全と武運良久を祈願、のち辛将

制所ガ良府にある。 l五の季節l手 ~!丙を悶ち、 恵曹の家屋はi主関 よくマッチしている。 門の祈願と嘆似ガ篤かっ疋とさ

美しい" をおもいi!?，こさぜる。 れる。

⑮水神山古漬・香取神位 ⑮目立精機2号演 @水戸・成田道標 @久寺家減批 @八幡の井戸

百IsI</.我孫子で慣も百い5也
日立問倒防内の芝生の申lこあ !IJ道 355号線、掲2T邑の18 戦部関代、小金の高股氏の支 閣発戸の八喝聞社の下にある。

紀頃の造立で、捜e飾部内也大
。、我孫手百贋郡申、 7出紀初 水戸ー成田街道分殴点にある。 記を受けてい疋毅孫子瓶圭、 我 「湖北七ツ持戸J のうち舎も使

の前方後円!目。これより否1こあ
めの前方後向調。 石室の内国を 「これより石市川;m辺、 Ot足在 孫子を間j内包馬守の克服であっ 局されている唯一の芹戸。近く

る雷取得往I</.:.~の羽守のJHlきガ
みることガできる。縄文主総、 水戸i笛道J (元lJl4年〉とli'Ja:円、 だといわnている。近くlこ我l!¥ の藁師堂入口に明治時代のl巴元

~<、 l見内1こδ!目 2麗ガ残って
工的部、会愈麗ガ出主し疋。 日街道筋を示し疋道しるべ。 子顕~もあっ疋ガ開発でいま I</. 毅育者で~っ岩気象滋ø語喜応

いる。
fd.い。 があるe

⑪滝不動 ⑬山一林組生糸工場跡 @最勝院 @健の木 @正泉寺

文化lf'悶 (19世紀初〉の建立 割自慢は明泊39'<至。当時、我孫 小柿一系ガ文化7年 (19也氾 民E曹の摂源寺白内にある。県 ~t条時相のflll墨Eとさ才1る。そ

とされる。当時、大日照りにも 子唯一の近代的工喝で照下でも 初〉に立ち望書つだことガ句慣 天保配怠物。 時4の由来I</.四国1自 の思女ffi~芸能と尚滋起とまつり
溜れはい13どの滝の水ガ薄ちて 笥敏の1見t且を用つだ.従興筒抜 r七話回配J に配されている。 ，鳴霊峰を聞い疋英語喜御前の手岨 る峨起をもっ。江戸5時代以降、

い疋のでその名ガつい疋といわ 3∞余名、笠舟約50C旧慣を製造 四国相馬宣喝27醤判所ガある。 えの力やとしリコnる。高さ17.8m、 女人成iムの11Ii¥畠としてf置ωをあ

nる。四国相馬宣渇3ô話1~所が してい足。昭和3年、 U8ガ石 申Jfにある竜泉壱の門末。 周囲3.8m、暗1令2∞象年の巨木 つめ疋。 関内に四国4白馬宣渇73

ある。 車買さの小室である。 t昌生糸と与る。 である。 雷引所ガある。
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@根戸減fut.金塚古墳

版画Iは手自沼西刻、 白地突錦

にある。相馬儲}otガ居奴しだと

伝承がある中出版郭でよく保存

されている。芭慣は貌孫子百Jr!

mの西凶lこあり、短申ガ出土、

6世紀初めのものとされる。

③旧武者小路実篤邸

臼1軍派の主主省小路J<I.大正5-

7年まで居住し、「新しき吋J'T

'Aと8J/ejどを衝く。，新し

き吋J の発会式J<I.ごの邸内で開

かn疋。庭園1<1.当時をしの1<1.也、

四季をとわず美しい。
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宮寺内
⑤恨戸・船戸古墳

6Qを信号百!llRlで手目沼を

見おろ苛台l自の先崎にある。 7

世紀末とおもわれる間穴式石室

及ひ多獄の卸l野田ガ究貝されι、

@嘉納治五郎農場跡 ⑨嘉納・柳別荘跡 @志賀直哉邸跡

柔道の始砲、 側道館の生みの 民芸の父、私崇伎は天仰山の 志賀直哉は大正4-'12年まで

視で、叙宵望者であつだ鑓納治五 「三品i1:LIこ大正3年から足ガ 我孫吾に在住、「和解J、 「随侵

郎は明治~大正にかけて天1甲山 け8年、居住した。この間に民 1ラ路」広どのi軍団を隼んだ。居

!こ別荘を建て、白山に飽園を開 蓋運動の思想を抱成し、，貰田庄 宅の建物1<1.広いガ当時の庭木ガ

い定。 1持団1<1.彼の理怨としだ学 司やリーチと続受を深めだ。思 残っている。 茶室はほと近いと

間i:Il殴の予定地にあっ足。 約と仰は叔父と甥であっ定。 ころに1~1語さ杓ている。

⑦中勘助仮寓跡 ⑩杉村楚人冠碑・邸 ⑬滝井孝作仮寓跡

車白紙百門下の一人、 申!!IJ[!/J 楚人冠は則前の朝日新聞の沼 縫お ri'&遁J の配書簡代、志、

刀手員沼公間近くの高同家に富E 高幹図。大iE13年!こ栽孫子へ I~ !lIiとil'!受をもっ。大iE10年に配

国軍し疋のは太正9-12年8'で。 佳し昭和20年に当地で没草。俳 蓄を辞め、作家笠活1ご入る。大正

「沼のほとり J fe:jどのi乍舗を残 旬結往「湖畔ち往」を主宰し1由 11-12年lこ我孫子で生活し「周

しと。 元又化の育成に努めだ。 河1司f両 限泡l珪J "正どを発表。

山]1乍の偶ガ建てられている。

⑧血脇守之助碑 ⑪バーナード・リーチ碑 ⑪村川堅固別荘

明治、 大正、 昭1日lこわだり歯 イキリスの陶苔家バーナード 西洋史家で元環京帝大都疫の

間医師界に不15の切債をのこし、 リーチ1<1.大正5年lご我孫手に 別荘。手蹟沼刀一望できる匠償

野口英世の育ての視でもあっ疋。 I~居 、 宗悦邸に買置を第〈。この 上lこJ<l!1事芯E量島十の建物ガある。

栂1<1.蛾前!こ手翁一同ガ笠地の大 我孫子臣官で3年間創作にはげむ。 邸内l昌昭和初めの日'Jif地の雰囲

光壱山門脇1こ健て疋ものを、 i官 昭，1045il"j!t.孫子口ーヲ')ーワラ 気をいまも残雪。

近、 手賀沼田ドに f~し疋。 ブガ頁支配愈仰を疋てる。
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